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「私たちは、禁じられた事柄や怖いもの

に魅かれる傾向があると思います。まるで、

パンドラの箱に引き込まれるかのごとく

それらに取りつかれるのですが、死につ

いても閉じことがいえるでしょう。手ムは

死というテーマを追及すれば追及する

ほど、死に馴染みが出てきました。作っ

ていくうちに、不安はなくなっていき、テ

ーマから逃れる代わりに立ち向かつて

それと戦うようになりました。タブーの領

域をかいまみたくなったのです」

ロ/\ート・エイドリアン・ペヨ
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老人たちがホスピスで職員に身体を洗

ってもらい、薄くなった毛を洗髪している場

面の直後に、死体の髪の毛を洗っている

場面をつなぐ。または、死体の爪を切り揃

えている場面の直後に、主人公が足にでき

たタコを削っている場面をつなぐ。観客は

目の前にあったものが、生きている人間か、

それとも死体か、だんだんわからなくなって

くる。生と死はそれほど肉薄したものなの

です。

この映画は単に解剖室の中だけを映す

のではなく、主人公の家庭人としての側面

も描いたことで、作品としての厚みを出して

いる。職場に弁当を届けに来た娘と、主人

公が話をする場面が面白かった。興味深

そうに解剖室の中を見て回る娘に、器具の

ひとつひとつを丁寧に説明する父。彼が

分の仕事にどれほど誇りを持っているか、

どれほど情熱を傾けているかが、これほど

しっかりと描かれている場面はありません。

こうした生活者としての面がきちんと描か

れているからこそ、映画のテーマである生

と死が際立ってくる。映両の中で「死j を

表現するのは、ホスピスの老人たちゃ解剖

台の上の死体であり、「生J を表現するのは、

主人公とその家族たちなのです。

服部弘一郎(映画批評家)

映画瓦版 http://www.hi-ho.ne.jp/hattori-k/

ハンガリーの首都ブダペストで、保険局

の解剖医をしているケシェリュー-ヤーノシ

ュという男の 1 日を、淡々と記録したドキュメ

ンタリー映画。取材対象が解剖医というこ

とで、映画の中には本物の解剖シーンが何

度も出てきます。人間の体をバラバラに解

体して行くシーンがかなり長時間に渡って

映し出されますので、その手のものが苦手

な人は最初から遠慮したほうがいいと思い

ます。残酷なスプラッタ描写が売りの映画

ではありませんが、解剖シーンはかなりヘビ、

ーな内容なので、観る前に体調を整えてお

いたほうがいし叱思います。僕も今日ばかりは、

万全の体調で試写に挑みました。

映画を最初から観ていれば、この作品が

死体の解剖を撮影して、観客の覗き見趣

味や残酷趣味を満足させようという映画で

はなく、人間の生と死について、死体を通じ

て語らせようとしたものであることがわかります。

この映画は我々が漠然と「生」と「死」を分

けて考えていることに異を唱え、生と死の

境界が、じつはごく小さなものでしかないこ

とを訴えます。ホスピスに入院中の老人た

ちと、解剖台の上の死体を、とっさには区別

することが出来ないという事実。ついさつき

までは生きている人間についてのフィルム

だ、ったのに、次の瞬間には同じような老人

が死体になっている。これは映画の製作者

側が意図的にそうした編集にしているのです。

監督・脚本

ロパート・エイドリアン・ペヨ

撮影

ウォルフガング・レーナー

1995/ドイツ/カラー/86分
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ロパート・エイドリアン・ペヨ
1964 年、ルーマニア、アラド生まれ。主な長編作品に rCRESCENDOJ (1991) 、

rCITYDUMPJ(1991)rLlPSTICKj(1993) 及び WR.1. pj(1997) がある。なお、

アメリカの画家、ジョー・コールマンを撮ったドキュメンタリー WR.l. pj は、来春

アッフ。リンク配給により公闘が予定されている。

-アップリンクの上映、出版、スタ yフ募集に関する情報はアッブリンクのホームページ・へ。 www.uplink.co.jp
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